岩手 県 に お ける 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 に 係る 医療 体制 (方 針 ) 

令 和 2 年 5 月 18 日 

岩手 県 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 医療 体制 検討 委員 会 
( 令 和 2 年 6 月 9 日 改定 ) 

( 令 和 2 年 7 月 9 日 改定 ) 

( 令 和 2 年 9 月 11 日 改定 ) 

( 令 和 2 年 10 月 22 日 改定 ) 

( 令 和 3 年 8 月 16 日 改定 ) 

( 令 和 3 年 11 月 30 日 改定 ) 

( 令 和 4 年 2 月 1 日 改定 ) 

( 令 和 4 年 4 月 25 日 改定 ) 


1 趣旨 
新型 コロ ナウ イル ス 成 染 症 の 患者 に 対し 適切 な 医療 を 提供 する と と も に 、 一 般 医 療 へ の 
影響 を 最小 限 に 止め 、 限 られ た 医療 資源 を “オール 岩手 ”" で 有効 に 活用 する た め 医 療 体制 
の 方 針 を 示す も の 。 


2 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 患者 の 療養 方 針 に つい て 


(1) 岩手 県 に お ける フェ ー ズ の 考え 方 


確保 病床 の 利用 状況 を 目安 に 、 フ ェ ー ズ に 応じ た 医療 体制 を 構築 する 。 

(図表 1 : フェ ー ズ と 切り 准 え の タイ ミン グ /) 
又 下 到 区 ， フェ ー ズ 2 | ショ 
【 発 生 初期 】  。 【 発 生 拡大 期 】  【 ま ん 延期 


ーー ズ 急 | 禁 | | 
A 20% 未 満 概ね 20%~50% | 概ね 50%~ 


・ ン 79 ・ 80~199 ・ 200 床 ~ 
確保 病 床 の 使用 素 (目安 床 ) [ (目安 床 ) | (目安 床 て ) 


新型 コロ ナウ | ・ 協 力 医療 機関 \ で 


の 医療 体制 | 開始 ーー ーー > 


・ 重 点 医 療 機関 等 ば | 
で の 受入 れ を 開始 | 
・ 最 重症 患者 の 高度 


医療 機関 き 3 で の 受 | 
入れ を 開始 ーー ーー 


・ 軽 症 者 の 宿泊 施設 
土 で の 療 槍 を 実施 | 


・ 早 期 退 所 ・ 退 院 の | ・ 早 期 退 所 ・ 退 院 を 
検討 準備 開始 


向け た 運用 準備 び 再 開 一 一 > 


一 般 医療 体制 | ・ 通 常 の 一 般 医療 提 ・ 感 染 拡大 に 伴う 一 ・ 感 染 拡 大 に 伴い 一 
供 部 機能 の 制限 の 検討 | 部 機能 を 制限 
※1 協力 医療 機関 と は 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 を 疑う 患 者 を 受け 入れ る 個室 を 有する 医療 
機関 で あっ て 、 県 が 指定 する 医療 機関 を いう 。 
※2 重点 医療 機関 等 と は 、 県 が 指定 する 病棟 単位 で 病床 を 確保 で きる 重点 医療 機関 と 重点 及び 
協力 医療 機関 以外 の 一 般 医 療 機 関 を いう 。 











1 





※3 高度 医療 機関 と は 、 複 数 の ECMO (体外 式 膜 型 人 工 和久) を 運用 し 、 高 度 な 医療 を 提供 可能 
な 医療 機関 を い う 。 


(2) 患者 の 状態 ・ 症 状 に 応じ た 仕分 け の 基準 

県 内 に お いて 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 患者 は 、 原 則 入 院 又 は 宿泊 療 杖 と する 。 

な お 、 次 の 愚者 の 症状 を 以下 の 仕分 け 基 準 に 基づき 、 医 療 機関 又は 宿泊 療養 施設 等 の 
搬送 先 と 搬送 手段 を 調整 する 。 

(図表 2 : 患者 の 仕分 け 基 準 ) 





フェ ー ズ 1 | フェ ー ズ 2 | フェ ー ズ 3 
【 発 生 初期 】  【 発 生 拡大 期 】 【 ま ん 延期 】 
・ 原 則 、 二 次 医 療 圏内 の 医療 機関 へ 入院 ※ 又 は 宿泊 療 
養 施設 等 で 療養 





患者 の 状態 : 
必要 な 医療 : 








・ 二 次 医療 圏内 の 医療 機関 に 入院 





患者 の 状態 : 中 等 (保健 所 等 は 、 医 療 圏 の 役割 分 担 の も と 愚者 の 状態 


必要 な 医療 : 本 に より 入院 * 先 を 選定 ) 
・ 一 次 医療 圏内 の 医療 機関 又は 高度 医療 機関 に 入院 





患者 の 状態 : 重 (保健 所 等 は 、 必 要 に 応じ 入院 等 搬送 調整 琲 と 調整 し 
必要 な 医療 : 人 工 呼吸 回 入院 ※ 先 を 選定 ) 


・ 高度 医療 機関 へ 入院 
患者 の 状態 : (保健 所 等 は 、 必 要 に 応じ 入院 等 搬送 調整 班 と 調整 し 
必要 な 医療 : 入院 ※ 先 を 選定 ) 
光 愚者 の 状態 と 入院 愚者 数 、 医 療 機関 状況 に より 保健 所 又は 入院 等 搬送 調整 琲 が 調整 する 。 





(図表 3 : 症状 等 に 応じ た 搬送 調整 の イメ ー シ ) 


患者 の 状態 把握 
胸部 CT、 採血 検査 、 酸素 
和 度 3 


軽症 者 等 宿泊 療養 施設 


患者 判定 の 基準 を 作成 の うえ 、 ※ 医 師 会 等 と 施設 の 看護 師 に よる 健康 観察 
状態 に あわ せ て 搬送 先 調整 


1 
| RE 


次 医療 圏内 の 医療 機関 


7 と ロゴ A 
We ( 感染 症 指定 医療 機関 また は 
人 | 轻 症 一 中 等 症 程 度 状 能 役割 分 担 に 基づく 


人 工 呼吸 器 を 要する 状態 て 
N 【 二 次 医療 圏 】 
《全 | 上 Mo を 要する 状態 





3 入院 病床 ・ 宿 泊 療 養 施 設 の 確保 に つい て 
(1) 病床 ・ 宿 泊 療 養 施設 確保 の 考え 方 
ア . 第 5 波 の 最大 愚者 数 を 超え 、 更 な る 感染 が 拡大 し た 場合 に 対応 で きる よう 、 フ ェ ー 
ズ 毎 に 必要 と 考え られ る 病床 確保 計画 数 を 推計 し た うえ で 、 患 者 発生 状況 を 踏ま えな 
が ら 重 点 医療 機関 等 に お いて 準備 病床 か ら 即 応 病床 に 移行 する な ど 、 一 般 医 療 と の 両 
立 を 図り な が ら 段 階 的 に 病床 を 確保 する 。 
イ . フェ ー ズ 1 (発生 初期 ) は 、 病 床 を 203 床 *※ 傘 保 する ほか 、 感 梁 が 急激 に 拡大 し た 
場合 に も 対応 で きる よう 、 和 宿泊 療養 施設 100 室 も 常時 稼働 させ る 。 


病床 使用 率 が 20% 程 度 と な っ た 場合 に は 、 フ ェ ー ズ 2 へ の 移行 に 備え 病床 拡大 の 準 
備 を 進め る 。 








ウ . フェ ー ズ 2 (感染 拡大 期 ) で は 、 病 床 を 301 床 * 確 保 す る ほか 、 和 宿泊 療養 施設 は 、 
280 室 に 拡張 する 。 
病床 使用 率 が 20 て 50% 程 度 と な っ た 場 
の 準備 を 進め る 。 


エ . フェ ー ズ 3 (まん 延期 ) に は 、 県 内 全体 で 病床 を 400 床 “、 軽 症 者 等 宿泊 療養 施設 
を 370 室 、 あ わせ て 770 床 ・ 室 と する 。 
(図表 4 : フェ ー ズ 毎 の 確保 病床 数 ・ 宿 泊 療 養 居室 数 ) 
到 二 二 大 2 UL 三 类。 
【 発 生 拡 大 期 】 _ 【 ま ん 延期 】 


確保 病床 
303 床 ・ 室 | 581 床 ・ 室 、 770 床 ・ 宗 


図表 5 : フェ ー ズ に 応じ て 病床 を 段階 的 に 確保 する イメ ー ジ ) 





_ 303 床 ・ 室 581 床 ・ 室 。 770 床 ・ 室 











【 準 備 病床 】 
重点 医療 機関 等 


宿泊 療養 施設 
宿泊 療養 施設 


280 室 
※ 病床 数 に つい て は 、 医 療 機関 と の 調整 に より 変更 が ある も の 。 
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2) 病床 確保 及び 結核 病床 の 活用 に つい て 


ア . 重点 医療 機関 の 設置 
専門 性 の 高い 医療 従事 者 の 集中 的 な 確保 と 、 院 内 感染 防止 業 を 効率 的 に 実施 する た 
め 、 医 療 機関 又は 病棟 単位 で 中 等 症 程度 の 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 患者 を 重点 的 に 
受け 入れ る 重点 医療 機関 を 設置 する 。 
ア ) 選定 基準 
中 等 症 程 度 (酸素 吸入 及び 呼吸 モニ タリ ング が 可能 ) の 患者 を 受入 れる こと が で 














きる 医療 機関 と する 。 
また 、 患 者 の 診療 に あたる 医療 従事 者 を 同一 法人 や 協定 等 に より 確保 で きる こと 
を 条件 と する 。 


イ ) 指定 の 方 法 
県 は 、 医 療 機 関 へ の 調査 の 結果 及び 直接 の 開 取 り 内 容 を 踏ま え 、 国 に 報告 し 了承 
され た 医療 機関 を 指定 する 。 
ウ ) その 他 
G-MIS 等 に より 病床 の 運用 状況 を 適時 ・ 適 切 に 報告 する こと を 条件 と する 。 
イ . 協力 医療 機関 の 設置 
救急 搬送 困難 事例 を 発生 させ な いた め 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 を 句 う 患者 を 受 
け 入 れる 医療 機関 と し て 協力 医療 機関 を 設置 する 。 
ア ) 選定 基準 
救急 告示 病院 又は 病院 群 輸 番 制 参 加 病 院 で あっ て 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 の 
疑い が ある 患者 を 個室 に お いて 受け 信 れ る こと が で きる 協力 医療 機関 を 設定 する 。 
イ ) 指定 の 方 法 
県 は 、 医 療 機関 へ の 調査 の 結果 及び 直接 の 聞 取 り 内 容 を 踏ま そる 、 国 に 報告 し 了承 
され た 医療 機関 を 指定 する 。 
ウ ) その 他 
G-MIS 等 に より 病床 の 運用 状況 を 適時 ・ 適 切 に 報告 する こと を 条件 と する 。 
ワ . 結核 病棟 の 活用 に つい て 
県 は 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 が 収束 する まで の 間 、 愚 者 の 受入 に あたり 結核 病 
棟 を 有効 に 活用 する た め 医 療 機関 に お ける 役割 分 担 や 一 時 的 な 集約 化 に つい て 協力 を 
依頼 する 。 
エエ . その 他 
今後 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 が 再び 拡大 する よう な 場合 、 県 は 、 入 院 等 搬送 調 
整 班 等 と 協議 ・ 調 整 を 行い 、 病 床 確保 を 依頼 する 医療 機関 等 に 対し 患者 の 受入 れ に つ 
いて 協力 依頼 する 。 
その ほか 、 愚 者 の 受入 れ を 行わ な い 医 療 機 関 等 に 対し 、 感 染 症 対 策 の フェ ー ズ に 
人 っ た こと や 役割 分 担 を 行い な が ら 必 要 な 医療 提供 が 継続 され る よう 協力 依頼 する 。 


3) 軽症 者 等 の 受入 れ の た め の 宿 泊 療 准 施 設 の 確保 ・ 運 営 に つい て 


ア . 県 は 、 無 症状 ・ 軽 症 者 用 の 宿泊 施設 を 確保 し 、 医師 会 等 医療 関係 団体 の 協力 の も と 、 
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適切 な 健康 観察 を 行い な が ら 運 営 す る 。 
併せ て 、 今後 に お いて も 、 次 の 波 に 備え 、 新 た な 和 宿泊 施設 の 確保 に 努め る 。 
イ . 県 は 、 入 所 中 の 患者 が 急変 し た 場合 に も 対応 で きる よ 2 う 、 和 宿泊 療養 施設 に 酸素 濃縮 融 
を 配備 し 機能 強化 を 図る 。 ま た 、 急 変 し た 患者 は 、 速 や か に 医療 機関 に 入院 させ る 。 
(4) 医療 機関 へ の 入院 以外 に よる 療養 に つい て 


ア . 新型 a コロナ ウイルス 感染 症 と 確認 さま され た 患者 (重症 化 リ スク が 高い 場合 等 ) は 、 原 
則 入 院 又 は 和 宿泊 施設 で の 療 杖 と する が 、 医 療 施 設 や 社会 福祉 施設 等 に お いて クラ スタ 
ー が 人 確認 され た 場合 に は 、 県 全体 の 医療 体制 を 踏ま え 、 そ の 都度 対応 を 協議 する 。 

イ . 目 宅 療 養 に つい て は 、 病状 や 家庭 の 状況 (小児 の 場合 や 家族 の 介護 、 家畜 の 世話 ) 等 
に より 、 入 院 や 宿泊 療 語 施設 で の 療 杖 が 困難 と 判断 され た 場合 、 例 外 的 に 認め る こと 
が ある 。 

ウ . 感染 急 拡大 に 対応 し た 自宅 療養 に つい て は 、 高 齢 者 や 基礎 疾患 を 有する 方 な ど に 必 
要 な 医療 を 適切 に 提供 する と と も に 、 救 急 医療 等 一 般 医 療 へ の 影響 を 最小 限 に 止め る 
た め 、 無 症状 又は 軽症 の うち 、 皿 者 の 状態 を 評価 し 、 入 院 等 の 必要 が な いと 判断 され 
た 方 で 、 一 人 暮らし や 個室 で の 管理 が で きる な ど 、 家 庭 内 感染 リス ク が 低い 方 に つい 
て 実施 する 。 

エ . や む を 得 ず 、 目 宅 療 養 と な る 場合 に は 、 地 元 の 医師 会 の 協力 の 下 、 必要 に 応じ 、 診 
療 ・ 検 査 医 療 機関 に お いて 電話 等 に よる 非 対 面 の 診療 を 行い 必要 な 医療 を 提供 する 。 
また 、 保健 所 は 、 愚者 に 対 し 、 パ ルス オキ シメ ー タ ダー の 貸し 出し の ほか 、 食料 の 調達 が 
困難 な 場合 に は 文 援 す る も の と する 。 

(5) 感染 まん 延期 に お ける 早期 退 所 ・ 退 院 に つい て 

ア . 県 は 、 感 染 が 拡大 し 、 確 保 し た 和 宿泊 療養 施設 及び 病床 が 満 床 と な る な ど 、 新 規 感染 
者 の 療 杖 に 文 障 を きた す と 判断 され る 場合 、 愚 者 の 容態 等 の 状況 を 把握 し 、 管 轄 する 
保健 所 と の 調整 を 行っ た うえ で 、 療 養 解除 と な る 前 の 患者 を 退 所 ・ 退 院 さ せる 。 

この 場合 、 退 所 ・ 退 院 後 か ら 療 養 解 際 と な る まで の 間 に 必 要 と な る 食料 等 を 配付 す 
る ほか 、 パ ルス オキ シメ ー タ ー を 貸与 し 宿泊 療 杖 施設 と 同等 の 健康 観察 を 継続 する 。 
イ . また 、 急 変 時 は 、 原 則 、 退 院 前 の 医療 機関 又は 宿泊 療養 施設 で 対応 する 。 
(6) その 他 


ア . 中 和 抗 体 楽 の 投与 
車 症 化 リ スク の ある 患者 に 対し 中 和 抗 体 薬 を 速やか に 投与 し 、 患 者 を 軽症 者 宿泊 施 
設 に 移送 する こと に より 、 医 療 機 関 の 負 担 軽 減 と 確保 病床 の 効率 的 な 運用 を 行う 体制 
を 確保 する 。 
イ . 臨時 医療 施設 の 設置 
新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 と 一 般 医 療 を 両立 する た め 、 岩 手 医 科大 学 附属 病院 に 重 
症 者 用 の 仮設 診療 施設 を 整備 する 。 
































ワ . 後方 支援 医療 機関 の 指定 に つい て 

新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 治療 を 行う 感染 症 病 床 等 を 効率 的 に 活用 する た め 、 新 
型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 の 療 杖 解除 後に リハ ビリ や 基礎 疾患 の 治療 等 が 必要 な 患者 の 
受入 れ 等 の 連携 支援 の 医療 機関 を 指定 する 。 

必要 に 応じ 、 後 方 支援 医療 機関 の 感染 対策 等 や 感染 症 の 理解 を 深め る た め の 取 組 
を 実施 する 。 
エ . 休 床 し て いる 病院 等 の 活用 

医療 が 必要 な 患者 の 入院 施設 と し て 、 現 在 休 床 し て いる 病院 や 入院 患者 の 少な い 地 
域 病 院 等 の 活用 を 検討 する 。 
オ . 医療 従事 者 の 宿泊 施設 の 確保 に つい て 

県 は 、 患 者 の 診療 に あたっ た 医師 ・ 看 護 師 等 医療 従事 者 が 上 自宅 に 帰る こと が 難し い 
場合 に は 、 事 前 に 医療 機関 等 が 確保 し た 和 宿泊 施設 に 宿泊 し た 場合 の 費用 を 補助 する 。 











4 入院 ・ 搬 送 等 の 調整 に つい て 


1) 二 次 医療 圏内 で の 医療 提供 体制 を 確保 する た め の 体 制 整備 


ア . 保健 所 は 、 患 者 の 受入 れ 体 制 に つい て 感染 症 指 定 医 療 機 関 、 基 幹 病 院 、 医 療 関係 団 
体 等 と 役割 分 担 に つい て 見 える 化し 、 導 域内 の 関係 者 同士 で 情報 共有 する 。 
な お 、 役 割 分 担 に つい て 見 直し を 行う 場合 に は 、 関 係 者 と の 間 で 調整 し た うえ で 行 
うこ と と し 、 人 入院 等 搬送 調整 班 に も 変更 後 の 情 報 を 提供 する 。 
イ . 保健 所 は 、 入 院 や 検査 調整 を 円 滑 に 行う た め 、 患 者 が 発生 し て いる 間 、 必 要 に 応じ 
て 、WEB 会 議 ン シス テム 等 を 活用 し 必要 な 情報 を 共有 する 仕組 み を 構築 する 。 
(2) 入院 等 搬送 調整 班 の 設置 
ア . 構成 等 (図表 6 ) 
岩手 県 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 医療 体制 検討 委員 会 の 委員 の 中 か ら 県 が 指名 する 
者 を 班長 (入院 搬送 コー ディ ネー ター) と し 、 班 長 の 下 に 数 名 の 副 班長 を 置く 。 
な お 、 長 丁 場 を 見 据え た 班 体制 を 構築 する た め 、 班 長 は 、 副 班長 数 名 を 指名 する 。 
また 、 炎 害 時 の 医療 調整 の スキ ー ム を 活用 し 調整 を 行う た め 、 岩 手 DMAT ロジ ステ ィ 
グー ュ ム が 上 (6 含 が こと と こす る 。 
イ . 業務 内 容 
患者 の 重症 度 等 に 応じ た 一 定 程 度 の 基準 を 設け る こと に より 受入 れ 先 の 調整 を 行 う 。 
ア ) 親 状 に 記 じ た 仕分 げ (トリ アー ジン) パ (図表 2) 
仕分 け (トリ アー ジ ) 基準 は 、 軽 症 (医療 不要 )、 中 等 症 (酸素 投与 等 )、 重 症 (人 
工 呼吸 器 ) 、 最 重症 (ECMO 対応 者 ) と する 。 
イ ) 受入 れ 先 の 調整 業務 
二 次 医 療 圏 を 超え る 搬送 等 が 必要 な 場合 に は 、 入 院 等 搬送 調整 班 が 調整 する 。 
ウ ) 大 析 、 妊 産婦 、 新 生 児 等 及び 精神 疾患 の 個別 の 症状 に 応じ た 受入 れ 先 の 調整 
それ ぞ れ 専門 の 医師 の 意見 を 聞き な が ら 受 入 先 を 調整 する 。 (図表 7 ) 
※ 新生 児 等 に は 、 新 生 児 の ほか 通常 の 小児 科 、 医 療 的 ケア 児 人 等 を 含む も の 。 
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ワ . 連絡 方 法 等 
新型 a コロナ ウイ ルス 患者 等 情報 把握 ・ 管 理 支援 シス テム (HER-SYS) に より 情報 を 共 
有する 。 ( 令 和 2 年 7 月 6 日 付 医 政 第 458 与 に より 通知 ) 
な お 、 医 療 機 関 別に 重症 別 の 愚者 数 を 把握 し た いこ と か ら 、 愚 者 の 状態 が 変わ っ た 
場合 、 入 院 等 搬送 調整 班 に 連絡 する 。 
(3) 保健 所 機能 の 強化 に つい て 


県 は 、 県 庁 内 の 保健 師 等 で 構成 する 保健 所 支援 本 部 を 設置 し 、 疫 学 調査 濃厚 接触 者 
の 健康 観察 等 の 保健 所 業務 を 文 援 す る 。 

また 、 感 染 が 拡大 する 場合 に お いて 医療 圏内 で の 患者 の 受入 調整 が 困難 と な る 場合 に 
は 、 入 院 等 搬送 調整 班 に 入院 調整 を 依頼 する こと が で きる 。 
(4) PCR 等 検査 の た め の 検 体 の 採取 に つい て 

保健 所 は 、 ク ラス ター の 発生 が 疑わ れる 場合 に お いて 、 検 査 の 実施 の た め に 短 時 間 で 
多く の 検体 を 採取 する 必要 が ある と 認め る 場合 等 は 、 医 療 政策 室 に 連絡 の 上 、 検 体 を 採 
取 す る 医療 機関 と 調整 する 等 、 適 切な 方 法 (① 検 体 採取 を 委託 する 医療 機関 で の 採 材 、 
② 保 健 所 に よる 医師 等 の 派遣 、③ 検 体 と し て の 貴 液 の 採用 等 ) に より 検体 を 採取 する 。 


(5) 搬送 体制 に つい て 


患者 等 の 搬送 に つい て は 、 基 本 的 に は 管轄 保健 所 が 行う が 、 患 者 の 容態 や 搬送 先 に よ 
り 、 消 防 機関 、 民 間 救 急 等 を 活用 する 。 














5 外来 診療 ・ 検 査 体制 に つい て 


(1) 診療 ・ 検 査 医療 機関 の 指定 に よる 相談 ・ 外 来 診療 体制 の 整備 
李 節 人 性 イン フル エン ザ の 流行 に 備え 、 地 域 の 身近 な 医療 機関 に お いて 新型 コロ ナウ イ 
ルス 感染 症 と イン フル エン ザ の 診療 ・ 検 査 体制 が 整備 され る よう 、 引 き 続 き 診療 ・ 検 査 医 
療 機関 の 指定 を 進め る 。( 令 和 4 年 2 月 1 日 現在 、369 医療 機関 を 指定 ) 
また 、 受診 ・ 相 談 セ ンタ ー か ら の 受診 案内 に 加え 、 公表 を 希望 する 診療 ・ 検 査 医療 機関 
を 県 の ホー ムペ ー ジ 等 に お いて 公表 し 、 愚 者 が 円 滑 に 医療 機関 を 受診 で きる よう 体制 を 
整備 する 。 
(2) 発熱 外来 (地域 外来 ・ 検 査 セ ンタ ー) の 設置 


令 和 2 年 7 月 末 に 全て の 二 次 医 療 圏 で 合計 10 カ所 の 発熱 外来 (地域 外来 ・ 検 査 セ ンタ 
一 ) が 設置 され 、 令 和 2 年 10 月 以降 は 、 季 節 性 イン フル エン ザ に も 対応 で きる 地域 の 診 
療 ・ 検 査 医療 機関 の 指定 が 進み 、 PCR 検査 等 の 体制 の 強化 が 図ら れ て きた こと か ら 、 現在 
は 1 カ所 の み 運 営 し て いる 。 

今後 に お いて も 、 診療 ・ 検 査 医療 機関 の 指定 状況 や 県 内 の 感染 状況 等 を 踏ま え 、 運営 に 
係る 必要 な 支援 を 行う 。 
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(図表 8 : 発熱 等 の 症状 が ある 方 の 相談 ・ 受 診 の 流れ ) 
鋼 寺 の 導 状 の ある 方 の 綱 談 ・ 受 診 の 流れ (〈 侈 和 3 年 1 月 全 ) 


・ 発 熱 等 の 症状 が 生じ た 場合 に は 、 ま ず は か か りつ け 医 等 に 電話 で 相談 
・ 相 談 す る 医療 機関 に 迷 つ 場合 等 は 、 受 診 ・ 相 談 セ ンタ ー に 相談 
又は 、 県 HP で 診療 ・ 検 査 医 療 機関 を 確認 


"か か 等 从 ! 
診 吉 ・ 栓 医療 | | が か りつ け 医 等 
機関 の 場合 ! (診療 ・ 検 査 医療 機関 ) 
で 受診 ・ 検 査 


・ か か りつ け 医 が な い 
・ ど の 医療 機関 に 行け ば いい か 迷う な ど 
紹介 先 の 
受診 ・ 相 談 セ ンタ ー に 相談 診療 ・ 検 査 医療 機関 で 
( 旧 : 帰国 者 ・ 接 触 者 相談 セン ター) 置き 受診 ・ 検 査 
Teu: 019-651-3175 a RI 
(24 時 間 土日 ・ 祝 日 含む ) 


県 HP で 診療 ・ 検 査 医療 機関 を 確認 事前 に 電話 連絡 の 上 、 
(一 部 の 診療 ・ 検 査 機関 を 一 覧 で 公表 し て いま す 。) 受診 ・ 検 査 


【 各 種 照会 ・ 問 合せ ・ 相 談 等 】 ーー 
一 般 相 談 窓口 に 相談 | od 口 の 紹 


助言 、 制 度 説 明 等 


TEL : 019-629-6085 





クラ スタ ー 対 策 に つい て 
(1) 施設 内 感染 防止 対策 等 に つい て 


ア . 県 は 、 社 会 福祉 施設 等 に お ける 成 染 防止 に 向け た 取組 み を 推進 する た め チ ェ ッ クリ 
スト を 作成 し 特別 養護 老人 ホー ム 、 障 害 者 文 援 施 設 等 に お いて 目 己 点 検 を 行い 、 点 検 
結果 を 確認 の うえ 、 不 足 の 点 に つい て は 保健 所 へ の 相談 に より 改善 に 努め る 。 

イ . 平常 時 か ら OO 

し 、 県 内 の 医療 機関 、 福 祉 施設 等 に お ける 感染 防止 対策 を 支援 する 。 

ウ . 病床 等 を 効率 的 に PMP 医療 機関 で 患者 の 受入 れ が 終了 し た 際 の 消 

本 等 の 対応 等 に つい て 継続 し て 検討 する 。 


(2) いわ て 医療 福祉 施設 等 クラ スタ ー 制 御 タ スク フォ ー ス の 設置 


ア . 県 内 の 医療 機関 及び 社会 福祉 施設 等 に お いて 、 連 続 的 に 新型 コロ ナウ イル ス 成 染 症 
患者 の 集団 発生 が 起こ り 、 大 規模 な 集団 発生 に つなが りか ね な い 場 合 に 備え 、 現 地 の 
施設 等 に お ける 医療 的 支援 、 保 健 所 の 活動 支援 等 を 行う 臨時 的 組織 と し て 、 い わ て 医 
療 福祉 施設 等 クラ スタ ー 制 御 タ スク フォ ー ス (以下 「 タ スク フォ ー ス 」 と いう 。) を 
設置 する 。 

イ . タス ク フ ォ ー ス は 、 感 染 制 御 班 と 医療 搬送 下 の 2 班 体制 と し 、 メ ガク ラス ター の 発 
生 が 予測 され る な ど 必 要 な 場合 、 保 健 所 等 の 判断 に より 派遣 する 。 

ウ . 各 二 次 医療 園 に お ける 感染 制御 機能 を 強化 する た め 、 関 係 機関 が 連携 し 地域 の 実情 
に 応じ た 地域 版 の クラ スタ クター 制御 タス ク フ ォ ー ス の 設置 を 推進 する 。 
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(図表 9 : いわ て 医療 福祉 施設 クラ スタ ー 制 御 タ スク フォ ー ス (イメ ー ジ )) 












社会 福祉 施設 
(広域 応援 体制 ) (広域 応援 体制 ) ノ e 


感染 管理 緊急 処置 


ゾー ニン グ 施設 療養 ・ 
和 | し 採 材 支援 入院 調整 
感染 制御 班 医療 搬送 班 
(ICAT メ ン バ ー) (DMAT メ ン バ ー 等 ) 


県 庁 保健 福祉 部 


隣 詳 持 癌 ヶ * 浅 府 @ 





融 灿 满 沙 ' 户 尝 后 


3) 医療 福祉 施設 に お いて クラ スタ ー が 発生 し た 場合 の 入院 搬送 調整 に つい て 

ア . 保健 所 は 、 医 療 機関 又は 社会 福祉 施設 等 に お いて クラ スタ ー を 確認 し た 場合 は 、 医 
療 政 系 室 感染 症 担 当 及 び 入 院 等 搬送 調整 班 に その 情報 を 共有 する 。 

イ . 保健 所 は 、 二 次 医療 圏 に お ける 役割 分 担 の 下 、 受 入れ 先 の 調整 を 行う が 、 二 次 医療 
圏内 の 医療 機関 だ け で は 受入 れ が 難し い 場 合 に は 、 入 院 等 搬送 調整 斑 に 連 絆 する 。 
ワ . 入院 等 搬送 調整 班 は 、 県 内 の 医療 機関 の 受入 れ 体 制 を 確認 し た うえ で 、 患 者 に 必要 
な 医療 が 提供 で きる 施設 を 選定 し 、 適 切 に 搬送 (移送 ) が 行わ れる よう 消防 等 の 関係 
団体 と 調整 の うえ 搬送 手段 を 決定 する な ど 、 保 健 所 等 の 支援 を 行う た め 、 い わ て 医療 
福祉 施設 等 クラ スク ター 制御 タス ク フ ォ ー ス を 派遣 する 。 

(図表 10 : いわ て 医療 福祉 施設 クラ スタ ー 制 御 タ スク フォ ー ス (構成 )) 




























1 主 な 支援 内 容 










両 班 と の 協議 ・ 合 意 に 基 づ eat テーマ 
の こ 革 つ 四 保健 所 等 の 指示 及び 現場 の ニー ズ 
き 、 施 設 等 に 対す る 必要 な 者 と に 誠 己 を 収集 し 、 情 報 整 理 す る 。 


支援 内 容 を 決定 


(于 一 人 责任 者 ) 2 構成 員 等 


・ 班 長 は 、 保健 所 職員 か ら 選 出 
・ 構 成員 は 、 感染 制御 班 及び 医療 搬 
送 班 员 


感染 制御 班 医療 搬送 斑 


1 主 な 支援 内 容 1 主 な 支援 内 容 
感染 管理 、 ゾ ー ニ ング 、 採 材 支援 系 急 処置 、 施設 療養 ・ 入 院 調整 


2 構成 員 等 2 構成 員 等 
・ 班 長 は 、ICAT の 統括 ・ 副 統括 か ら 選 出 ・ 班 長 は 、 入院 等 搬送 調整 班 員 等 か ら 選 出 
・ 構 成員 は 、 ク ラス ター が 発生 し た 場所 や * 構 成員 は 、 医 師 、 業 務 調 整 員 等 を 基本 と し 
状況 に 応じ て ICAT か ら 構 成 つつ 、 支 援 の 内 容 に より 追加 








県 庁 保健 福祉 部 
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(図表 6 : 入院 等 搬送 調整 班 ) 


岩手 医科 大 学 
救急 ・ 災 害 ・) 
岩手 県 立 中 央 病院 
救急 医療 部 長 





岩手 県 立 胆沢 病院 
工 透 析 科 長 兼 災害 医療 科 長 兼 泌尿 器 科 医 長 

岩手 医科 大 学 

救急 ・ 炎 害 ・ 


岩手 医科 大 学 
救急 ・ 災 害 ・ 





(図表 7 : 分 野 別 調整 担当 者 ) 


岩手 医科 大 学 
泌尿 器 科学 講座 教授 
三愛 病院 泌尿 器 科 部 長 











岩手 県 立 胆沢 病院 臨床 工学 技術 科 主査 


岩手 医科 大 学 産婦 人 科学 講座 教授 











※ 岩手 県 災害 時 小 ま a 
財産 期 リ ェ ン ン | 岩手 医科 大 学 産婦 人 科学 講座 助教 
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